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内容の要旨および審査の結果の要旨
多様な組織像をもつ肺癌に対する臨床予言性の高い抗癌剤感受性試験法は未だ確立されていな
い。そこで本研究では、肺癌に対する抗癌剤感受性試験法として受精鶏卵漿尿膜法の有用性を検
討した。
対象は1987年１月から1989年12月までに金沢大学医学部第一外科において手術を施行された原
発性肺癌症例のうちの１０７例（男83例，女24例，平均643歳）で，腺癌44例，扁平上皮癌43例、
腺扁平上皮癌７例，大細胞癌５例，小細胞癌７例，カルチノイド１例である。これらの切除材料
を用いて現在臨床で施行されている多剤併用化学療法の有用性を検討した。孵卵１１日目の受精鶏
卵漿尿膜の血管上に細切した腫瘍組織を移植し，３日後腫瘍血管新生が起こった時点で，臨床投
与対応量の抗癌剤を漿尿膜の血管内に投与した。腫瘍移植後７日目に生育した腫瘍塊を摘出し，
腫瘍重量を測定してｔ検定により対照群（生理的食塩水を投与）との比較を行った。
その結果，これら１０７例中１０５例（９８１％）ときわめて高率に感受性の判定が可能であった。
cisplatin（ＣＤＤＰ）とvindesine（ＶＤＳ）の併用療法（ＰＶ療法）は１５．４％（８／５２例），ＣＤＤＰと
adriamycin（ＡＤＭ）とmitomycinC（ＭＭＣ）の併用療法（ＰＡＭ療法）は８３％（２／２４例），
cyclophosphamide（ＣＰＡ）とＡＤＭとＣＤＤＰの併用療法（ＣＡＰ療法）は０％（０／８例），ＭＭＣと
ＶＤＳとＣＤＤＰの併用療法（ＭＶＰ療法）は１６７％（３／１８例）に有効であった。いずれか１
つ以上のプロトコールが有効であったのは，全105例中３１例（２９５％）であった。組織型別では
扁平上皮癌，小細胞癌，腺癌，大細胞癌，腺扁平上皮癌の順に有効率が高かった。症例数の多か
った腺癌と扁平上皮癌では，扁平上皮癌に対してＭＶＰ療法の有効率が有意に高かった。また分
化度の違い・術前化学療法の有無の検討では抗癌剤感受性に有意な差は認められなかった。臨床
効果との相関関係が評価可能な症例は現時点で18例あり，真陽性率は１００％，真陰性率は82％，
全体的な予測率は83％と高い臨床相関が認められた。本研究により受精鶏卵漿尿膜法は肺癌に対
する抗癌剤感受性試験法として精度が高く，きわめて有用な方法であることが示唆された。
以上，本研究は肺癌に対する抗癌剤感受性試験法として受精鶏卵漿尿膜法を検討し，現在臨床
で施行されている多剤併用化学療法に新たな基礎的知見を提供した価値ある論文と評価された。
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